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図2 平成 30年度有機廃液処理量 図 3 平成 30年度部局別有機廃液処理量
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kg kg kg 
理学研究科 13,397 7,562 20,959 
医学研究科 460 610 1,070 
附属病院 2,840 4,792 7,632 
薬学研究科 14,970 5,200 20,170 
工学研究科 （物理、工業化学他） 1,060 1,070 2,130 
農学研究科 5,260 2,900 8,160 
人間・環境学研究科 1,470 1,010 2,480 
エネルギー科学研究科 900 150 1,050 
アジアアフリカ地域研究研究科 ゜ 250 吉田地区 250 生命科学研究科 440 760 1,200 
地球環境学堂・学舎 ゜ 100 100 ウイルス，再生医科学研究所 430 220 650 
iPS細胞研究所 37,902 20 37,922 
総合博物館 ゜ 100 100 環境科学センター ゜ 20 20 麻等研究院 930 1,180 2,110 
学際融合教育研究推進センター 390 1,970 2,360 
工学研究科 30,600 13,650 桂地区 44,250 
工学研究科附属
192 6 大津地区 198 
流域圏総合環境質研究センター
宇治地区 (NEDO以外） 18,810 6,540 宇治地区 25,350 






































































































部局 担当掛 TEL/E-mai I 
医学研究科事務部 本部 16-9482
医学研究科










管理課資産管理掛 090fsisan@mail2. adm. kyoto-u. ac.jp 
総合環境質研究センタ















アジア・アフリカ地域研究研究科 総務課総務掛安全衛生担当 A50anzen@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
東南アジア地域研究研究所






情報学研究科事務部 本部 165945 
情報学研究科
総務掛 l 40soumu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
エネルギー科学研究科事務部 本部 164871 
エネルギー科学研究科
総務掛 energysoumu@mail2. adm. kyoto-u. ac .jp 
人間・環境学研究科 吉田南構内共通事務部 本部 16-6722
国際蘭等研究院 経理課施設・安全掛 A30shisetsuanzen@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
高等研究院 蘭等研究院事務部 本部 16-9745












複合原子力科学研究所事務部 熊取 183133 
複合原子力科学研究所
契約管理掛 keiyaku@rri.kyoto-u.ac.jp 
生態学研究センター 077-549 8200 
生態学研究センター
総務掛 620groupA@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
霊長類研究所事務部 0568 63 0512 
懲長類研究所













































表 1 PRTR対象物質の環境への排出量および事業所外への移動量 (2018年度、単位： kg) 
大気 下水道 事業所外
クロロホルム 2,789 48 2,452 
ジクロロメタン 3,684 12 2,519 
吉田 1 アセトニトリル 569 76 1,901 
N,Nー ジメチルホルムアミド 457 37 731 
ヘキサン 2,778 ゜ 6,309 クロロホルム 2,914 56 3,269 
桂 I ジクロロメタン
3,376 11 1,991 
トルエン 418 ゜ 1,024 ヘキサン 2,848 ゜ 4,962 クロロホルム 1,792 40 2,561 
宇治 Iジクロロメタン 1,634 5 778 
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表 1 無機廃液部局別処理実績 (2018年度）
(L) 
地 区 部 局 一般重金属系 水銀系 シアン系 フッ素系 リン酸系 合計
理学研究科 170.0 0.0 0.0 0.0 0.0 170.0 
理学部 生態学研究センター 167.0 0.0 0.0 0.0 20.0 187.0 
生命科学研究科 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
医学部 医学研究科 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 
病院 病院 360.0 0.0 24.0 0.0 0.0 384.0 
病院西地区 ウイルス・再生医科学研究所 15.5 0.0 3.0 0.0 0.0 18.5 
薬学部 薬学研究科 85.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.0 
工学研究科 1,896.0 100.0 78.0 413.0 50.0 2,537.0 
工学部 エネルギー科学研究科 390.0 0.0 20.0 60.0 60.0 530.0 
地球環境学堂 260.0 0.0 0.0 0.0 0.0 260.0 
農学研究科（含宇治地区） 292.0 0.0 20.0 0.0 60.0 372.0 
農学部
フィールド科学教育研究センター 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 60.0 
人間・環境学研究科 200.0 0.0 0.0 26.0 0.0 226.0 
総合人間学部
国際高等教育院 360.0 0.0 0.0 0.0 0.0 360.0 
化学研究所 125.0 0.0 0.0 0.0 0.0 125.0 
生存圏研究所 220.0 0.0 0.0 0.0 0.0 220.0 
宇治地区
防災研究所 50.0 0.0 0.0 60.0 0.0 110.0 
エネルギー理工学研究所 60.0 0.0 0.0 40.0 0.0 100.0 
複合原子力科学研究所 243.0 0.0 0.0 0.0 0.0 243.0 
環境科学センター ナノテクノロジーハブ拠点 20.0 0.0 0.0 60.0 0.0 80.0 
環境科学センター 0.0 0.0 40.0 20.0 60.0 120.0 
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表 3 KMS処理における使用薬品・光熱水量等 (2018年度）
項 目 使用量
使用対象
M Hg CN p F 





























表 5 KMSで処理された無機廃液中の主な元素等の年度別平均濃度 (mg/L) 
一般重金属系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn P04 
2014 4,557.8 ゜45 5 ゜12 1000 63 570 1200 220 
， 12 310 
2015 5,022.9 ゜90 7 42 11 350 160 67 240 150 12 41 300 2016 5,332.4 ゜120 12 2 6 710 98 120 1000 230 57 23 360 2017 4,594.0 ゜21 11 1 7 650 50 570 1400 110 42 5 120 2018 4,969.5 ゜39 3 2 12 469 47 810 2145 267 100 12 270 
水銀系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn P04 
2014 110.0 250 6 ゜゜゜4 4 25 68 2 ゜7 5,200 2015 200.9 100 39 1 14 150 94 58 54 67 63 8 1 990 
2016 212.0 550 23 ゜35 2 3 
， 7 10 ゜゜゜ ゜2017 285.0 180 41 ゜70 3 11 130 35 90 6 7 1 2,100 2018 100.0 4 4 ゜゜
， 
゜34 2 13 ゜゜゜ ゜
リン酸系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn P04 
2014 537.0 ゜20 ゜1 6 19 7 92 16 10 ゜゜43,000 2015 465.7 ゜2 3 ゜゜2 3 5 12 190 21 3 27,000 2016 395.3 ゜33 2 ゜゜31 6 21 87 310 5 210 50,000 2017 105.0 ゜10 ゜゜2 66 
， 4 160 81 ゜72 22,000 2018 250.0 ゜11 ゜゜3 1257 8 4 24 137 3 ゜32,000 
シアン系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn P04 CN 
2014 240.4 ゜゜4 1 ゜23 2 4 40 ゜゜゜ 58 720 2015 283.0 ゜゜゜゜゜10 3 59 51 47 4 ゜ 260 820 2016 140.0 ゜゜゜゜゜゜゜゜29 2 ゜゜ 90 95 2017 180.0 ゜24 ゜゜2 ゜4 1 660 1 ゜゜ 440 1,300 2018 205.0 ゜42 ゜1 2 4 6 1 795 21 2 3 2,500 140 
フッ素系
年度 処理量 Hg Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn P04 F 


































飽和磁化 容量 比率 平 均 Sヽ辰螂 度 (mg/L) 試験数
(emu/g) 
評価 (L) 容量％ (/¥. ッチ）Cr Cd As Pb Cu Mn Zn Fe Ni Co Sn 




































































表 7 一般重金属系廃液中の TOC(全有機体炭素 mg/L)測定結果
2018年度
部 局 液量 (L) 平均 TOG サンプル数
化学研究所 120 64000 2 
薬学研究科 85 22000 4 
ウイルス・再生医科学研究所 15.5 18000 3 
理学研究科 150 17000 5 
エネルギー科学研究科 400 13000 ， 
人間・環境学研究科 200 13000 3 
主学研究科 1876 8700 43 
病院 360 5000 5 
フィールド科学教育研究センター 40 4700 1 
生態学研究センター 167 4100 5 
農学研究科 292 1700 6 
国際高等教育院 360 940 4 
地球環境学堂 260 580 3 
医学研究科 16 490 1 
生存園研究所 220 310 1 
複合原子力科学研究所 243 130 3 
防災研究所 50 80 2 
エネルギー理工学研究所 60 71 1 
ナノテクノロジーハブ拠点 20 64 1 






















































□ 0% □ 0 ,._,_,0.1% □ 0.1%以上
（内容物 ） 
② リン酸の有無 □ 0% □ 0 ,.._,0.1% □ 0.1%以上
③ 珪酸の有無 □ 0% □ 0 ,..._,200ppm □ 200ppm以上
④ アンモニアの有無 □ 0% 仁10"-0.1% □ 0.1%以上
⑤ 廃液区分 Hgの有無 口無機水銀 口有機水銀（塩化物の混入・□有□無）
⑥ 1,4—ジオキサンの有無 口有 口無（無の場合は、⑦に回答してください。）
⑦ 研究室で 1,4—ジオキサンを口使用している口使用していない

























環日 廃液サンプ'.~(lOOmL)[申込カードに記載の容器番号必要J K 
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